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【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 
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利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

52
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：24,25）

1. ほぼ全ての利用者が

59
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

51
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：41）

1. ほぼ全ての利用者が

58
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

50
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が

57
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：10）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

49
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：19）

1. ほぼ全ての利用者が

56

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事
業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

48
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：14）

1. 毎日ある

55
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,16）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

47
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：19,20）

1. ほぼ全ての利用者の

54

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：8,9,15）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～46で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 ht t p: //www. kai gokensaku. j p/05/i ndex. php 家族、福祉課、地域包括支援センター、各居宅介護支援事業所、小規模多機能施設、民生児童委員、
地域住民、こども園、消防署分署、駐在所、計１４名が運営推進会議委員となっている。利用者が快適
に過ごせるようにとのスタッフのアイデアや工夫が、ホーム内の随所に反映されている。ゲーム等の多
彩な手作り道具を活用し、日中活動を楽しめるよう工夫されている。ホーム便りを毎月家族等向けに発
送しており、２４５号を数える。レクリエーションの様子や、各行事での笑顔の写真が満載で、月毎の予
定表も掲載され、担当者からの一言が手書きされている。また、外部評価結果は、全家族に送付され
ている。「毎月、活動内容や写真を送付してくれる。アットホームな雰囲気で、本人の思いに寄り添い温
かく対応しており、本人が心穏やかに暮らしている。」と、家族から好評である。

評価機関名 社会福祉法人　秋田県社会福祉事業団

所在地 秋田市御所野下堤五丁目１番地の１

訪問調査日 令和6年1月29日

所在地 秋田県南秋田郡八郎潟町夜叉袋字中羽立74-10

自己評価作成日 令和６年１月１１日 評価結果市町村受理日

　（様式１）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 0572307601 「その人らしさを大切に寄り添い支援する」という設立当初からの理念を大切に介護を行っています。
入居者様の希望や今までの生活習慣を尊重し、理念に基づき職員が自分で考え、できる限り臨機応
変に対応できる様日々努力しています。暖かく家庭的な雰囲気も設立当初から大切にしてきました。コ
ロナウィルスの分類が5類に変更しても、以前のように自由な外出や、外食などは厳しい状況ですが、
季節の行事や作業、簡単な畑仕事など小さな喜びを味わって頂けるように努めております。職員数に
限りがある中、散歩やドライブ、希望される方の買い物に同行したり、普段から会話をしながらゆったり
と過ごす時間を作るなど、日々を一緒に楽しみながら過ごせるよう心がけております。

法人名 有限会社　キクチ縫製

事業所名 グループホームけやき（A）
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自己評価および外部評価結果

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、代表者と管理者と職員は、その理念を
共有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域とのつながり
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に伝え、
地域貢献している

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

運営推進会議でのやり取りや、電話などで、
空き情報、入居相談など連絡を取りながら
進めている。

運営推進会議には関係部署担当者や地域
包括支援センターが欠かさず参加してくれ、
ホームの実情を詳細に理解しており、随時互
いに協力できる関係にある。生活保護受給
者が４名おり、年数回は担当者が訪問してく
れる。

見学や、相談など希望があればいつでも対
応できるようにしている。管理者は町の介護
保険運営委員等として、町の会議に出席す
るなど地域への貢献をしている。

会議ではホーム内の現状報告を行い、たく
さんの意見やアドバイスを頂いている。頂い
たアドバイスを大切にしサービスに活かして
いる。

家族、福祉課、地域包括支援センター、各居
宅介護支援事業所、小規模多機能施設、民
生児童委員、地域住民、こども園、消防署分
署、駐在所、計１４名が運営推進会議委員と
なっている。毎回ほぼ１０名は参加協力してく
れている。訪問診療、ワクチン接種、ケアマ
ネ－ジャー更新研修、災害対策、クマの被害
対策、冬場の避難経路、夜間火災時の避
難、介護サービス情報公表システム等々に
ついて、知見を有する質疑応答が確認でき
た。

「その人らしさを大切にし寄り添い支援する」
を理念として掲げ、職員で共有し、実現に向
け日々努力をしながら皆様と過ごしている。

管理者リーダー研修で学んだ手法を用い、施
設内研修として、ホーム理念を掘り下げ、ス
タッフ個々がより具体的に確認する機会を設
けた。結果が3項目に集約され、誰からも見
えやすい位置に掲げられている。

入居者様のADLの低下や、職員数に余裕が
ないこと、感染症の予防の観点などから、地
域の行事などには参加できていない。

コロナ禍前は、幼稚園児がホームで遊戯を
披露してくれたり、保育園の祭りに招待され
たりしていた。５月には、軽妙な踊りと寸劇が
魅力の「願人踊り」が嘱託医駐車場で披露さ
れ、皆で鑑賞した。最近は、近隣の小・中学
校まで散歩に出かけ、野球練習を見物する
等している。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

6 （5） ○身体拘束及び虐待をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」及び「高齢者虐待
防止関連法」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組むとともに、
虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

7 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

 

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

8 ○契約に関する説明と納得

 

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

9 （6） ○運営に関する家族等意見の反映

 

家族等が意見、要望、苦情等を管理者や職員なら
びに外部者へ表せる機会を設け、適切に対応す
るとともに、それらを運営に反映させている

職員がご家族の面会時や電話など、限られ
た時間の中で出来る限り、意見を聞くよう努
めている。普段の会話や様子などから、入
居者の要望なども確認するようにしている。

「温故知新」と題したホーム便りを毎月家族
等向けに発送しており、２４５号を数える。レ
クリエーションの様子や、各行事での笑顔の
利用者の写真が満載で、月毎の予定表も掲
載され、担当者からの一言が手書きされてい
る。ホームのフェイスブックアドレスも便りに
紹介され、ホームでの利用者の活動風景とコ
メントが、プライバシーに配慮された写真に添
えられている。「毎月、活動内容や写真を送
付してくれる。アットホームな雰囲気で、本人
の思いに寄り添い温かく対応しており、本人
が心穏やかに暮らしている。」と、家族から好
評である。

マニュアルは準備しているが、職員全員が
理解し活用できるとは言えない。実際、入居
者の中に利用している方もおらず、身近で
はないこともあり、理解と活用が進んでいな
い。

十分な説明を行っている。解約に至る場合
は嘱託医の説明と共に、居宅支援事業所の
ケアマネージャーを紹介する等今後の対策
の相談に乗っている。

身体拘束の適正化会議の時に虐待防止を
含む自己チェックを行い、何が拘束で何が
虐待かを意識し、自分のケアを見直すこと
で、実践につなげられるように努めている。
ただし、玄関の施錠に関しては建物の構造
上目が届きにくいため、入居者の安全のた
め施錠をしている。

年４回、虐待・身体拘束に関するチェック表を
活用し、全スタッフが無記名で個別チェックを
実施。結果を集計し、フィードバックして、防
止に努めている。ユニットにはそれぞれ玄関
があるが、過去には入居して間もない利用者
が、居室出窓から飛び出し保護された経緯
や、離設傾向の高い利用者が数名おり、代
替え策等を何度も検討し、試行してきた。現
在は、止む無く片方の玄関のみ施錠してい
る。

身体拘束適正化委員会議事録及び
関係書類を、いつでも取り出せるよう
一冊にまとめることを期待します。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

10 （7） ○運営や処遇改善に関する職員意見の反映

　

代表者や管理者は、運営や職場環境、職員育成
等の処遇改善に関して、職員の意見や提案を聞く
機会を設け、それらを適切に反映させている

11 ○同業者との交流を通じた向上

　

代表者は、代表者自身や管理者や職員が同業者
と交流する機会をつくり、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの質を
向上させていく取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
12 ○初期に築く本人との信頼関係

　

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

13 ○初期に築く家族等との信頼関係

　

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

14 ○本人と共に過ごし支えあう関係

　

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

15 ○本人を共に支えあう家族との関係

　

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

16 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

　

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、家族や大切な人に
本人自らが電話をしたり、手紙のやり取りができる
ように、支援に努めている

状態が安定している方の通院の協力をお願
いしたり、月次報告書等で日々の状況を伝
えたり、必要に応じて電話などで状態を伝え
るなどご家族と一緒に支援していけるように
努めている。

感染症予防の観点から、ご家族以外の方と
の面会は行っていないが、電話での連絡
や、ホームに来られた方には、職員より状態
を伝えている。また、ご本人に来られた方の
お話を伝えるなどの支援を行っている。

友人が訪問し、一緒に出掛けたり、家族が県
外在住のため身元引受人となっている近くの
友人と一緒に外出したり、馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう支援している。

感染症予防のため、事前に連絡いただき、
感染対策をして見学や相談を行うようにして
いる。

ご本人を尊重し共に支え合う暮らしを大切
にしている。ホームの理念でもある。

コロナウィルスが5類に移行し、今年度は男
鹿潟上南秋GH協会の職員間の勉強会等も
始まり、勤務人数を見ながら、できる範囲で
参加してもらうようにしている。

サービスを利用して頂く前に事前面談を行
い要望を確認している。また見学等で施設
内の様子を見ることが可能。

毎日の申し送り、月１回の職員会議等で職
員からの意見があれば、取り上げ、話し合
い、必要に応じ対応している。

利用者が少しでも快適に過ごせるようにとの
スタッフのアイデアや工夫が、ホーム内の随
所に反映されている。本やインターネットを活
用し、日中活動を楽しめるよう工夫しており、
ゲーム等の多彩な手作り道具が倉庫にぎっ
しりとある。毎月の職員会議は、何でも話し
やすい雰囲気とのこと。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

17 ○利用者同士の関係の支援

　

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

18 ○関係を断ち切らない取組み

　

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
19 （9） ○思いや意向の把握

　

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向、心身
状態、有する力等の把握に努め、これが困難な場
合は、本人本位に検討している

20 ○これまでの暮らしの把握

　

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、生きがい,これまでのサービス利用の経過等
の把握に努めている

21 （10） ○チームでつくる個別介護計画

　

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した個別介護計画を作成している

22 ○個別の記録と実践への反映

　

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や個別介護計画の見直しに活かしている

面会時にや電話などで、要望を確認したり、
職員会議やミーティングでの職員の意見、
訪問診療時などの医師の意見等を参考に
本人の現在の状態にあった計画作成が出
来るように努めている。

エアコンの風が苦手な利用者の居室には、
オイルヒーターを設置している。夜間転倒の
リスク防止にソファーを簡易手すりにする
等々、担当者会議で、本人・家族・スタッフ・
医師からの情報を出し合い、現状に即した計
画を作成するよう取り組んでいる。

基本的にケアプランに沿った記録ができる
ような日誌になっているが、状態の変化や
細かな気付き等を記録して情報を共有し、
計画の見直しに活かせるように努めてい
る。

ご本人のADLの状態、普段の会話や、面会
時のご家族のお話などからできる限り情報
を集めて共有し、支援に活かせるよう努めて
いる。

編み物の得意な利用者が、自分のセーター
や家族の帽子を編んだり、スタッフにも毛糸
の帽子をプレゼントしてくれたりした。端切れ
布で巾着袋を沢山作り、運営推進会議の委
員に提供してくれたこともある。又、コロナ禍
には手作りマスクも上手に作成していたとの
こと。近隣住民等よりタケノコやミズ、枝豆等
を頂き、みんなで下ごしらえをしている。干し
柿づくりも楽しんでいる。

ご本人、ご家族等から情報や、これまで関
わっていたサービス事業者の方などからも
細かな情報を頂くようにしている。

ご本人の状態によっては難しいこともある
が、利用者同士が出来る限り関わり合い、
支えあえるような関係を築けるよう、支援に
努めている。

入院しサービスが終了しても、できる限り入
院時の不足品の補充や、病院とのやり取り
の窓口になるなど、臨機応変に対応してい
る。他施設に入所の場合も必要に応じてで
きる範囲で対応している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

23 ○地域資源との協働

　

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

24 （11）
○かかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ
薬局等の利用支援

　

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医、かかりつけ歯科医、か
かりつけ薬局等と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

25 ○看護職との協働

　

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

26 ○入退院時の医療機関との協働

　

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている

27 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

28 ○急変や事故発生時の備え

　

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の実践訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

契約時にも説明するが、状況に応じての対
応方針をご家族と話し合う。嘱託医との相
談、説明も合わせて行っている。

医師が回復の見込みがないと診断した場合
や、寝たきり等の老衰の状況となった場合、
家族と医師、ホーム側とで協議し、看取り介
護を検討する体制にある。ホームとして対応
できるギリギリまではホームで過ごさせたい
との方針である。今まで、看取り介護を実施
した実例は無いとのこと。

マニュアルはあるが、職員全員が不安なく
対応できるかは課題もある。

ホームに看護師はいないが、嘱託医、協力
病院と連携を取り、本人に必要な医療を受
けられるよう随時受診介助など行っている。

入院時にはできる限り、今後の治療方針を
確認している。嘱託医のほうから事前に医
療情報が提供されている。基本情報等ご本
人の入院前の状態などの情報を提供してい
る。

感染症予防の観点から、コロナ前のように、
ご友人との自由な外出や外食などは、でき
ていないが、ご家族との通院だけはお願い
している。

入所時に嘱託医と連携し希望に沿うよう確
認をとっているので引き続きかかりつけ医に
かかる事が可能。

隔週交代でユニットにホームのかかりつけ医
が訪問してくれる体制がある。歯科医は連絡
すれば訪問診療が可能。通院は特別の事情
がない限り、ホームで付き添いを実施してい
る。近隣のかかりつけ薬局とは、互いにいつ
でも連絡し合え、配達はもとより、一包化等に
も協力してくれている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 （13） ○災害対策

　

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
30 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

　

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

31 ○身だしなみやおしゃれの支援

　

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

32 （15） ○食事を楽しむことのできる支援

　

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

33 ○栄養摂取や水分確保の支援

　

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう状況を把握し、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている

34 ○口腔内の清潔保持

　

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

摂取量を記録し、食べられない物は代替、
不足の場合はおやつ等で補食している。義
歯や口腔状態、呑み込みの状態など、問題
のある方は個々に合わせた食事形態で提
供している。

毎食後、口腔ケアもしくはうがいの声かけを
している。希望により義歯は洗浄剤を使用し
ている。自歯の方が増え、拒否されない方
については、仕上げ磨きや、歯科医の定期
健診で口腔内の健康が保てるようにしてい
る。

ご本人の選択に任せているが、場にそぐわ
ない時や気温にそぐわない時はさりげなく支
援している。お誕生日や外出等そのシーン
に応じて配慮している。

食事の好みや本人の能力に合わせて支援
をしている。また個々の能力に応じて無理な
くできる範囲でお手伝いをして頂いているが
ADLの低下もあり、以前より難しくなった方も
いる。

各テーブルにスタッフも一緒に座り、会話や
見守り、介助をしながら食事が楽しめるよう
支援している。おやつでは昔慣れ親しんだア
ンパンが好評とのこと。だまこはみんなで丸
め、人気メニューの一つとなっている。

マニュアルがあり避難訓練等でその都度確
認しているが、職員全員がその時々の災害
に不安なく対応できるかは課題もある。

停電になると連動して水道も止まってしまう
地区とのことで、水をボトル等に常に大量に
備蓄し、水洗トイレを使えるよう配慮してい
る。この度の水害の際は、何とか床下浸水を
免れたが、被災した多くの関連施設等の対
応を間近に見て、今後の対応に生かせるよう
にとの緊張感を覚えた。

個々を尊重し温かな対応ができるよう心掛
けている。

「本人の慣れ親しんだ言葉でスタッフが話す
ことで、本人がスタッフに冗談で返せるよう、
利用者一人ひとりの特徴を踏まえ接した
い。」との言葉が印象的であった。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

35 （16） ○排泄の自立支援

　

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

36 ○便秘の予防と対応

　

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

37 （17） ○入浴を楽しむことができる支援

　

一人ひとりの希望やタイミングや健康状態に合わ
せて入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や
時間帯を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の
支援をしている

38 ○安眠や休息の支援

　

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

39 ○服薬支援

　

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解に努めており、医療関係者
の活用や服薬の支援と症状の変化の確認に努め
ている

40 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

41 （18） ○日常的な外出支援

　

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

入居者様のADLの低下や、職員数に余裕が
ないこと、感染症の予防の観点などから、希
望通りに自由な外出はできていない。それ
でも、希望される方の買い物に同行したり、
少人数でのドライブ、ご家族との通院はでき
る限り対応している。

以前は、大潟村菜の花ロード、井川町の日
本国花苑や五城目の盆城庵、道の駅での外
食等々、あちこちにドライブがてら出かけてい
る。コロナ禍、クラスターの発生もあり、以前
同様の外出が出来ず、日常的に出かけられ
る状況になることを願っている。

感染症が治まり、以前のように積極的
に外出の機会が増えることに期待しま
す。

薬局から頂いた個人個人の薬の説明書を
ファイルにし、いつでも確認できるようにして
いる。また嘱託医やかかりつけ薬局とも連
絡を取り、理解と確認に努めている。

なるべくみなさんと楽しく過ごせるよう、レク
や行事などを計画し参加を促している。趣味
に関しても楽しめるよう支援している。

入浴はこちらに合わせてもらっていることが
多いが、時間帯等の希望があればできる限
り対応している。拒否される方や、健康状態
にも配慮し、無理のない範囲で入浴して頂
けるように支援に努めている。

週に２回は入浴できるよう配慮しており、入浴
を拒否されても無理強いせず、他のスタッフ
からの声かけや、時間を置いての声かけ等、
工夫することで対応している。入浴剤の使用
の希望にも対応するとのこと。

居室の温度、明るさ、音等に配慮しながら巡
視している。季節や、本人にあった寝具の準
備するようにしたり、眠れないときは軽いお
やつやホットミルクの提供もしている。

一人ひとりの排泄能力、パターンに応じた支
援をしている。ケア用品も時間帯や排泄量
に合わせて対応するようにしている。おむつ
の方でも状況によっては、トイレでの排泄を
支援するようにしている。

利用者一人ひとりの排泄のパターンを把握
することで、出来る限りトイレでの排泄につな
がるよう支援しており、排泄の自立に向け
日々取り組んでいる。

乳製品や野菜の摂取、運動、マッサージ
等、必要に応じて対応するようにしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

42 ○お金の所持や使うことの支援

　

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

43 （19） ○居心地のよい共用空間づくり

　

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、臭い、光、色、広さ、温度など）
がないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

44 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

45 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

　

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

46 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

　

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

危険の無い範囲でなるべく馴染みのものを
持ってきて下さるようお話はしているが、あ
まりたくさん持ち込む方はおられない。殺風
景な居室には職員が壁に張物をしたり、写
真を飾るなど工夫している。

全室にギャッジベッドが備えられ、好みにより
ホームでオイルヒーターも準備し使用できる。
白をベースとした居室は明るく、大きなクロー
ゼットが使いやすい。

トイレに飾りを付けたり、トイレの戸はなるべ
く開けておき、入居者様が分かりやすいよう
にしている。また、一人一人の状態に合わ
せ、声掛けや見守りを行っている。

温度、湿度、光、音等入居者様の様子を見
ながら対応している。行事や手工芸には季
節感あるものを取り入れたり、季節の花を
飾ったり、季節の話題で会話を楽しむなど季
節を感じる事が出来るように努めている。

エアコンと床暖房、加湿器の活用により、年
間を通して過ごしやすい環境にある。天井が
高く広いホールには、大型の石油ストーブを
配置している。窓から見える広い田園風景が
四季を感じさせる。

入居者の入れ替わりがあり、以前ほど２棟
を行き来する方はいなくなった。限られたス
ペースではあるが、ソファでくつろいだり、
テーブル間を移動したりして会話を楽しめる
ように支援している。

基本的にホーム内ではお金を持たないよう
にしているが、希望によりご家族と話合い所
持している方もいる。外出時など希望される
方はお金を所持し、買い物が出来るよう支
援している。
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